
令和元年度（２０１９年度）学校評価表 
熊本県立牛深高等学校  

１ 学校教育目標 
教育方針（校訓）：「敬愛」・「勤勉」・「創造」 
心豊かで、自ら考え行動できる生徒の育成 
○学力  ：「学び直しから大学入試まで」 に対応 
○学校生活：「安心安全な学校生活」   の実現 
○指導  ：普通総合学科の特色を活かした丁寧な指導 

 

２ 本年度の重点目標 
（１） 人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 
（２） 生徒の未来を切り開くための学力の充実 
（３） 特色ある教育活動の実践人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大
項
目 

 
小項目 

 
学
校 
経
営 
 

牛高esseをも
とにした学校
づくり 
 

牛高esseの周
知と職員への
意識化 

・学習指導案や
実施要項等での
項目化 
・学校評価アン
ケートの関連項
目が前年度比+１
ﾎﾟｲﾝﾄ以上 

・起案の段階で確
認 
・校内掲示 
・保護者への配付 

Ａ ・体育大会や公開研
究授業などの各種行
事や、学期始めと終
わりの式典における
講話、教室掲示など
随所で牛高esseを意
識的に扱い、教育活
動に取り組むことが
できた。 
・学校評価アンケート
の関連項目の結果から
職員は前年度比+７ﾎﾟｲ
ﾝﾄと意識的に取り組ん
だ成果が出た一方で、
生徒は前年度比-17ﾎﾟｲ
ﾝﾄと下げている。次年
度は生徒を対象とした
振り返りをおこなうな
ど、目標とする力の定
着を意識させることが
必要である。 

牛高esseを機
能させていく
ためのPDCAサ
イクルの確立 

・牛高esseの振
返りを行い、次
年度に向けた項
目の検討と再構
築の場をつくる 

・先進実践校の事
例やアンケートを
活用してＳＩ改善
のシステム化を行
う 

Ａ ・２学期末に職員研
修を通して､牛高esse
の振り返りに向けた
評価の構築を開始し
た。今後は次年度に
向けたSIの評価なら
びに再構築を進める 

働き方改革の
推進 

セルフマネジ
メント・組織
内コミュニケ
ーションの充
実 

・時間外勤務の
縮減 
・年休取得日数

１人平均10日
以上 

・業務の見直し
による効率化 

・月２回のカエル
デーの設定 
・一斉休業日の指
定 

Ｂ ・月２回のカエルデ
ー(１回は生徒のみ）
を設定し、一斉休業
日も設定できた。 
・「仕事の棚卸し」
の活用による効率化
かを図ったが、時間
外勤務の大幅縮減に
は繋がっていない。 

危機管理能力
の育成 

問題発生時の
実践的行動力
の育成 

・危機管理マニ
ュアルの活用 
・学校評価アン
ケートの関連項
目が前年度比＋
１ﾎﾟｲﾝﾄ以上 
 
 

・訓練の実施 
・事案発生後の検
証 

Ａ ・危機管理マニュア
ルを活用しやすいも
のに改善し、２回の
訓練を実施できた。 



 
学
力
向
上 
 

家庭学習習慣
の形成 
 

家庭学習習慣
を形成するた
めのデータの
活用性向上 

・家庭学習時間
調査データの蓄
積と活用 
・学校評価アン
ケート（生徒）
の関連項目が同
年次の前年度比
＋１ﾎﾟｲﾝﾄ以上 

・考査前に加え、
不定期での家庭学
習時間調査の実施 
・調査用紙の改定
とデータ化（教科
毎宅習時間） 
・生徒、年次、教
科で有効活用でき
る調査のデータ提
供ならびに分析を
おこなう 

 
Ｂ 

・年次の要望を反映
させながら、教科毎
宅習時間や平日、休
日の区別などを盛り
込み、指導に活用し
やすい調査用紙に改
定できた。 
・随所で指導には活
用いただくなど学習
習慣の定着に向けて
対策を講じたが学校
評価アンケート（生
徒）の関連項目にお
いて、[前年度比-8ポ
イント]と目標を下回
り、依然として生徒
の宅習時間向上には
課題を残している。
次年度以降も継続し
て取り組みたい。 

教科指導力の
向上 
 
 

わかる授業の
実践 

・学校評価アン
ケートの関連項
目(生徒)90％以
上､(職員)95％以
上、意識の差、
前年度比-1ﾎﾟｲﾝﾄ 

・教育センター指
導主事等の活用 
・公開授業､授業
評価､自己評価が
リンクした授業改
善システムの継続
実施 
・基礎学力診断テ
ストを利用した教
科横断的取り組み
の実施 

 
Ａ 

・学校評価アンケー
トの学力向上への取
組状況の評価[職員96
％、生徒89％]から概
ね満足できる結果で
あった。外部講師の
招聘、授業改善の事
例紹介、職員研修な
どが機能した成果と
言える。 
・本校における授業
改善システムの軸で
もある授業評価アン
ケートに関しては、
例年数値の高止まり
の傾向がある。より
実態を把握できるも
のへ改定をはかるこ
とも学力向上に繋が
るための次年度にむ
けた課題である。 

キ
ャ
リ
ア
教
育(

進
路
指
導)

 
進路指導の体
制の整備 
 

生徒が夢を叶
えるサポート
体制の構築 
 

・進路希望の100
％達成 
・進路指導活動
の計画的実施と
充実化 
(目標値:関連項
目前年度比[職員
]＋+ﾎﾟｲﾝﾄ､[生徒
･保護者]+3ﾎﾟｲﾝﾄ
） 
・進路情報の適
切な提供 
(目標値:関連項
目前年度比[職員
･生徒･保護者]+5
ﾎﾟｲﾝﾄ) 

・進路指導につい
ての職員研修実施 
・進路指導の計画
的組織的実施 
・模擬試験結果デ
ータの分析や求人
票一覧の改善 
・進路だよりの適
時発行 
・個別添削、小論
文指導、面接指導
など全職員による
指導体制の充実。 

 
Ｂ 

・ベネッセの協力で
新学習指導要領や大
学共通テストについ
て職員向け研修を行
い、高校生のための
学びの基礎診断につ
いては結果分析等を
行うことができた。 
・模擬試験は計画的
に行い、さらには他
校の協力を得て合同
模試を実施できた。 
・ＨＰ等を活用し進
路情報の適時発信を
積極的に行いたい。 

将来設計能力
の育成 
 

自己理解の深
化及び適切な
勤労観・職業
観の育成 

・働くことの意
義についての理
解 
(目標値：アンケ
-ト関連項目前年
度比[職員･生徒
・保護者]+5ﾎﾟｲﾝ
ﾄ) 

・進路についての
個人面談の実施 
・専門職による学
校や職業説明会、
講演会等の実施 
・ＬＨＲや産社、
総学における進路
についての活動の

 
Ａ 

・２者面談に加えキ
ャリアサポーターや
進路指導部で個人面
談を実施できた。 
・３年次生の受験対
策に全職員での個人
添削や面接指導等を
行うことができた。 



・表現する、伝
える力の育成 
(目標値：アンケ
-ト関連項目前年
度比[職員･生徒･
保護者]+5ﾎﾟｲﾝﾄ) 

充実化 
・面接試験指導､
小論文指導の計画
的実施 
・ポートフォリオ
の実施 
・高校生のための
学びの基礎診断の
活用 
・課外・土曜講座
（ステップアップ
講座）の充実 

・模擬試験対策の土
曜講座を１度実施し
たり朝自習に模擬試
験の過去問題を配布
したりして生徒の意
識向上につなぐこと
ができた。 
・ポートフォリオを
職員の意見を反映さ
せながら改善してい
きたい。 
・１年次生はジョブ
カフェの協力でライ
フプランニング講座
を本校で実施し将来
設計の立て方等を学
ぶことができた。 
・２年次は、熊本市
にお仕事探検フェア
に参加し、様々な職
業や学業について専
門家からの説明を聞
き、将来について考
えることができた。 
・校内での職業ガイ
ダンス、熊本市や天
草市での進学ガイダ
ンスに参加して進路
への意識を高めるこ
とができた。 

 
生
徒
指
導 
 

牛深高校生と
しての自覚と
誇りを持って
行動できる生
徒の育成 
 

基本的生活習
慣の実践 
 
互いの成長を
目指す姿 
地域との交流 

・基本的生活習
慣の確立 
・各種ルール・
マナーの理解と
実践 
・新入学生徒数
の増加 

・登下校指導 
・集団行動を伴う
各種集会等の活用 
・年次･HR掲示板
の活用 
・校外活動におけ
る地域との連携 

Ａ ・部署ごとに連携し
て取組み、情報共有
をした結果、問題行
動等の未然防止につ
なぐことができた。 
 

交通安全・防
犯意識の定着 
 

正しい交通ル
ール・マナー
の理解と実践 
 
施錠の有無（
私物の管理） 

・交通事故未然
防止 
・交通違反０ 
・二輪車施錠率

の向上 
・個人ロッカー
使用状況の改善 

・登下校指導 
・定期点検 
・巡回指導 
・啓発・広報活動
(掲示板の活用等) 
・地域との連携 

Ａ ・担当ごとに計画的
に取組を実施するこ
とができた。 
・今後も何もなくて
当たり前であっても
報告･連絡・相談を徹
底させていく。 

情報安全・情
報モラル教育
の推進 

情報安全・情
報モラル教育
に関する指導
強化 

・携帯端末機器
等の使用法や危
険性などについ
て理解する（12
月実施心のアン
ケート数値改善
） 
・フィルタリン
グ率の改善(心の
アンケート数値
改善) 
・個人情報保護
の意識の定着(書
き込みによる人
権侵害やSNSトラ
ブル件数0件） 

・情報モラル教育
に関する講演会を
実施(年１回) 
・情報モラルに関
するリーフレット
の配布（年３回学
期末） 
・家庭での携帯端
末使用等のルール
の設定のための、
担任等による家庭
訪問や学級通信等
での情報発信 

Ｂ ・情報モラルについ
ては、家庭でのルー
ルはあるものの、生
徒任せ（特に利用時
間の上限）の状況に
あるため、外部講師
を呼んでの講話や、
情報モラルに関する
リーフレットを配付
するなどして生徒の
意識の向上を図る取
組みをすることがで
きた。今後も機会を
捉えた指導を継続す
る。 

ボランティア
活動 

地域への貢献
度 
主体的行動の
増加 

・地域理解 
・主体的参加者
の増加 

・地域との連携 
・職員の協力態勢 
・周知活動の強化 

Ａ ・多くのボランティ
ア活動への積極的参
加により、本校生の
存在感を地域に示す
ことができた。 



健康相談・教
育相談 

生徒支援体制
の確立と強化 
 

・生徒支援体制
の調整、検討機
関として教育相
談委員会(含特別
支援委員会)の活
用 
・SCの活用の充
実に向け、職員
、生徒、保護者
に周知 
・学校評価アン
ケート関連項目9
0％以上 

・各定期考査毎に
教育相談委員会（
含特別支援委員会
）を開催 
・SC来校日をホー
ムページや保健便
りで周知 
・職員研修等でSC
を活用 

Ａ ・各定期考査毎に教
育相談委員会を開催
し、課題を抱える生
徒について職員間で
の情報共有を行うこ
とができた。 
・ＳＣ来校日をホー
ムページに掲載、保
健室前に掲示板を作
成し周知した。ＳＣ
継続利用の生徒もい
るが、予約もほぼ毎
回埋まり活用できて
いる。また、１学期
の生徒理解研修でＳ
Ｃを活用し、合理的
配慮について研修を
実施することができ
た。 
・学校評価アンケー
トの関連項目では、
職員及び保護者にお
いては９０％以上で
あったが、生徒では
９０％を少し下回る
結果であった。 

人
権
教
育
の
推
進 

人権を守ろう
とする意識・
意欲・態度の
育成 
 

人権ＬＨＲの
充実 

・外部講師を招
いて全校生徒へ
の講演会の実施 
・年次職員全体
で人権ＬＨＲの
内容を構築し、
授業を行う 

・外部講師を招い
た講演の実施 
・本校の現状を見
据えた人権ＬＨＲ
の内容の精選 

Ａ ・外部講師による講
演会については情報
モラル教育について
本校の課題に即した
を行った。 
・学校評価アンケー
トにおける「職員研
修の充実」の項目が
７０％と低かったた
め、次年度は年度当
初に研修計画を立て
たり、外部研修への
積極的な参加を促し
たりしていきたい。 

自他の“いの
ち”を大切に
する心の育成 
 

いじめのない
学校づくり 

・学校評価アン
ケート関連項目
＋1ﾎﾟｲﾝﾄ以上(生
徒、職員、保護
者） 

・年次会､人権推
進委員会､相談委
員会において､生
徒の小さな変化を
見逃さないための
情報共有 

Ａ ・年次会や推進委員
会において人権教育
を推進する協議や授
業を行い、こまめな
情報共有を行うこと
ができた。 
・学校評価アンケー
トにおける、人権に
配慮した教育は教職
員、保護者、生徒と
もに９０％を上回っ
ており、次年度も全
職員で人権教育を徹
底していきたい。 

い
じ
め
の
防
止
等 

いじめの未然
防止 
 

自他の存在を
等しく認め、
互いの人格を
尊重する態度
の育成 

・共感的理解を
可能にする情操
とコミュニケー
ション能力を育
てる 
・自己有用感や
充実感を得る 

・生徒に関する情
報の収集及び共有 
・日頃の見守り活
動 
・生徒中心の実践
活動 
・保護者との連携 

Ａ ・安全管理部と各年
次等が連携して情報
共有と対応策を検討
し、必要に応じて保
護者とも連絡を取り
ながら対応すること
ができた。 
・今後もさらに生徒
の小さな変化を見逃
さず、情報収集等に
努めていきたい。 



いじめの早期
発見 
 
 

生徒と的確に
関わり、いじ
めを隠したり
軽視したりす
ることのない
、積極的ない
じめの認知 

・教職員の｢気づ
き｣力の向上 

・アンケートの実
施（年３回） 
・相談窓口の周知
と相談しやすい環
境づくり 
・定期的な個別面
談や教育相談会議
の実施と職員間の
情報の共有及び連
携 

Ａ ・年３回のアンケー
トを実施することが
でき、気になる生徒
については直ちに組
織としての対応する
ことができた。 
・日頃から生徒の異
変に気づくよう職員
の感性を磨いていく
必要がある。 

いじめへの対
処 
 

いじめを把握
後の適切な対
処 

・教職員の対処
スキルの向上 

・職員研修[教育
相談･いじめ対処]
の実施 
・いじめ防止基本
方針及び重大事態
への対応ﾏﾆｭｱﾙの
周知 
・対処の組織化(
いじめ防止対策委
員会) 

Ａ ・安全管理部会を中
心にケースワークを
行うことができた。 
・家庭も含めた組織
としての対応をさら
に努めていきたい。 
・いじめ防止対策委
員会で課題への対応
を協議する中で、外
部専門家から貴重な
アドバイスをいただ
くことができた。 

地
域
連
携 

学校安全の取
組の推進 
 
 

危機管理能力
の育成 

・避難訓練､救急
救命法研修の計
画的実施 
・総合防災マッ
プ等の周知徹底
及び防災意識の
向上（災害伝言
ダイアルの体験
実施率70％以上
） 

・リーフレットの
配布 
・他教科との連携 
・職員研修の実施 
・防災教育及び研
究授業の実施 

Ｂ ・防災に関する情報
を発信し、災害伝言
ダイアルや風水害時
の避難について呼び
かけた。 
・市の担当者と連携
し新たな避難経路を
想定した避難訓練を
行うことができた。 

総合型コミュ
ニティスクー
ルの推進 

地域住民や関
係機関との連
携 

・来年度実施に
向けて体制整備 

・実施要項等規定
の作成 

・組織の整備 

Ａ 先進校の取り組み状
況の情報を聴き、本
校での総合型コミュ
ニティスクールへの
移行の準備が概ね整
っている。 

情
報
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実 
 

図書館教育 ・読書習慣の
定着 

・図書館利活
用による情報
活用能力と課
題解決能力の
育成 

・学校評価アン
ケート関係項目
（朝読書を通じ
て読書の習慣化
）７５％以上 
・図書館利用授
業時数：１００
時間以上 

・図書館内外の掲
示や広報により
図書館の情報を
発信 

・朝読書の巡回 
・授業担当者と連
携し、資料を準備 

Ｂ ・毎朝の朝読書を継
続することはできた
が、読書習慣の定着
はクラスにより差が
みられた。 
・図書館利用授業時
数は３年次が７割を
占めた。年次や選択
授業に偏ることなく
利用を進め、情報活
用能力や課題解決能
力を育てたい。 

ＩＣＴ活用の
推進 
（情報センタ
ーとしての役
割） 
 

・情報活用能
力の育成 
・教科指導に
おけるＩＣＴ
活用の推進 
・校務の情報
化の推進 

・学校のＩＣＴ
環境整備 
・教職員の活用
頻度、スキルの
向上 
・グループウェ
ア、サーバ、文
書セキュア等の
効率的活用 

・情報機器等の活
用法の情報提供
・発信 

・校内研修の実施 
・ネットワーク委
員会を活性化させ
、校内の環境整備
を促進する 

Ａ ・薄型軽量プロジェ
クタや拡大印刷機の
導入､プロジェクタ常
設教室の配備､パソコ
ン室の最新設備更新
等、設備の充実を図
ることができた。 
・校内サーバと文書
セキュアの使い分け
を進め、利便性の高
いソフト活用研修を
実施し、教職員のス
キル向上、作業の効
率化につなぐことが
できた。 



 

４ 学校関係者評価 
教育目標、重点目標に対して充実した取組がなされている。「成果と課題」も適切に整理され

ており、評価も妥当である。 
授業や行事においては、きめ細かな指導の成果をうかがうことができる。公開授業では高校生

が授業中にこれほど意欲的に活動できるものかと感心した。学校アンケートでも授業を見る目が
学校全体で高まっていることがうかがえる。行事の面では総合学科発表会は素晴らしい発表をた
くさん見ることができた。ポートフォリオは先生方の負担になるものかもしれないが、振返りで
の活用など、活用方法については工夫をしていく必要がある。 

地域においてはボランティア活動をはじめ、全国規模で活躍する郷土芸能部の活動など、地域
への貢献・活躍が今年度も目立っており、地域における牛深高校の存在感は大きい。しかし、活
躍する生徒の確保が必要であり、そのために牛深高校のよさをどのように地域に訴えていくかが
課題である。今年度は中学校への出前授業を３年生に、体験授業を１・２年生に実施されており
中学生に好評であった。中高の生徒会の交流もできないか、今後検討できるところから始めたら
どうか。 

次年度も地域の中での存在感を高める取組に期待しており、保護者、地域の代表として参加し
ている我々関係者も積極的に応援していきたい。 

 

 

５ 総合評価 
学校の教育目標について、その実現を目指し、本年度、本校独自で育成したい生徒像をまとめ

た「牛高esse」を作成し、行事を中心に活用を図った。「授業づくりの指針」も昨年度に引き続
き日常の授業で取組を進め、また、公開授業･研究授業で活用した。 
 本年度の重点目標については、自己評価総括表を踏まえると次のとおりである。 
（１）人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 

大項目「人権教育の推進」及び「いじめの防止等」等の評価を総合して、人権尊重の精神に基
づく各種教育活動を適切に展開し、生徒の成長を促すことができ、職員についても意識を高める
ことができた。特別活動においての課題に対する体験型の授業や、日常的に「相手の意見を否定
しない態度」の育成を意識できた成果である。 
（２）生徒の未来を切り開くための学力の充実 

学力の充実に関しては、小項目「教科指導力の向上」に一定の成果が見られた。大項目「キャ
リア教育」において、ＰＤＣＡを意識させるポートフォリオの活用等、生徒のキャリア意識の育
成の点で成果がみられた。いずれも「牛高esse」で生徒につけたい力を明確化したことによる効
果が大きい。 
（３）特色ある教育活動の実践 

大項目「地域連携」、小項目「教科指導力の向上」「ボランティア活動」の評価を総合して、
開かれた学校づくり、魅力あふれる学校づくりの両面で大きな成果がみられた。外部講師を招い
たり、地域の関係機関の協力を得たりしながらの授業を実践するとともに、「牛高新聞」やホー
ムページで情報提供することができた。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
学校教育目標達成に向け、重点目標に沿った取組を推進し、成果も上がったとみているが、本

校の教育活動の魅力が地域に十分伝わっていたかという点で課題が残る。次年度に向けては、進
路に関する情報発信と中学校との連携に力を注ぎたい。 

小項目「働き方改革の推進」については、学校閉庁日やカエルデーなどの定時退勤日を定めて
はいるものの、職員のタイムマネジメントという点でも課題が残った。職員が共通理解のうえ教
育活動の中で取り組めるよう環境作りをする必要がある。 

小項目「家庭学習習慣の形成」については職員の意識も高まってきており、来年度は学力向上
委員会をはじめ、教科会等で共通理解を深めたうえで、家庭学習習慣の形成だけではなく、質を
高める取組も進めたい。 

 

 
 


